
久世家文i1I:の研究

久
世
家
文
書
の
研
究

要
旨
は
じ
め
に
久
世
家
文
諜
と
中
院
文
書
と
の
関
連
性
を
述
べ
、
各
所
に
分
散
所
蔵
さ
れ
て
い
る
久
世
家
文
番
の
復
元
的
一
体
的
研
究
の

必
要
性
を
指
摘
す
る
。
次
に
分
散
所
蔵
さ
れ
て
い
る
久
泄
家
文
神
の
現
状
と
概
要
を
紹
介
す
る
。
ま
た
久
世
家
の
歌
人
と
し
て
著
名
な
久
世
通

夏
を
研
究
す
る
上
で
亜
要
史
料
で
あ
る
、
通
夏
日
記
と
通
夏
詠
草
柵
の
概
要
を
紹
介
し
、
関
連
す
る
中
院
文
緤
に
も
触
れ
つ
つ
、
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
。
な
お
当
館
蔵
久
世
家
文
諜
の
中
核
を
な
す
生
活
文
智
の
紹
介
に
つ
い
て
は
別
稿
に
談
る
。

日
下
幸
男
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稿
者
（
日
下
）
は
昭
和
四
○
年
代
か
ら
中
院
本
・
中
院
文
書
（
京
都
大
学
蔵
）
を
調
査
す
る
中
で
、
中
院
本
と
久
世
本
に
有
意
の
関
連

性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
か
ら
は
並
行
し
て
久
世
本
の
調
査
も
続
け
て
き
た
。
中
院
通
茂
男
は
三
人
（
中
院
通
躬
・
野
宮
定
基
・

久
仙
通
夏
）
と
も
父
通
茂
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
三
家
の
蔵
書
に
関
連
性
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
蔵
書
の

関
連
性
は
久
世
家
と
姻
戚
の
鍋
島
家
Ⅲ
蔵
本
、
中
院
家
と
姻
戚
の
板
倉
家
旧
蔵
本
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
極
端
な
こ
と
を
言
え

ば
、
公
家
同
士
は
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
（
例
え
ば
中
院
通
勝
兄
は
白
川
、
通
村
弟
は
北
畠
と
日
野
、
通
茂
弟
は
野
宮
、

通
躬
弟
は
野
宮
と
久
世
の
各
家
養
子
で
あ
り
、
中
院
通
枝
は
久
世
通
夏
男
で
あ
る
。
姻
戚
を
見
れ
ば
、
通
純
室
は
高
倉
永
慶
女
、
通
純
妹

は
清
閑
寺
共
綱
室
、
通
躬
室
は
飛
鳥
井
雅
章
女
、
通
躬
姉
は
山
科
持
言
室
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
）
、
禁
裡
本
と
公
家
（
公
家
と
姻
戚
の
武

家
を
含
む
）
旧
蔵
本
の
一
体
的
研
究
が
必
要
な
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
久
世
家
文
書
は
、
多
く
昭
和
三
○
年
頃
に
流
出
し
、
大
方
は
二
分
割
さ
れ
て
川
文
部
省
史
料

館
（
現
国
文
学
研
究
資
料
館
）
と
明
泊
大
学
刑
事
博
物
館
（
現
明
治
大
学
博
物
館
）
の
所
蔵
に
帰
し
、
そ
れ
以
外
は
中
央
大
学
や
稿
者
の

研
究
室
な
ど
に
も
分
散
し
て
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
一
体
的
研
究
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
よ
り
国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
当
館
）
と
共
同
研
究
「
久
世
家
文
書
の
総
合

的
研
究
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
ま
だ
総
合
目
録
の
作
成
と
い
う
段
階
に
は
達
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
稿
で
は
、
調
査
の
途
上
で

目
に
つ
い
た
史
料
な
ど
の
若
干
に
つ
い
て
、
簡
略
な
紹
介
を
試
み
た
い
。
な
お
詳
し
い
考
察
や
翻
字
な
ど
を
含
め
、
最
終
の
平
成
二
三
年

度
に
は
研
究
報
告
書
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。

｜
は
じ
め
に
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明
治
大
学
博
物
館
蔵
の
分
（
約
一
五
○
○
点
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
委
員
会
編
「
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
目
録
」
第

一
五
号
（
昭
和
三
四
年
）
に
詳
し
い
。
該
書
に
は
「
京
都
久
世
家
文
書
」
（
一
～
四
五
頁
）
と
「
二
条
家
文
書
」
（
四
六
～
五
三
頁
）
の
両

文
書
が
収
め
ら
れ
る
。
両
文
書
と
も
「
書
状
の
部
」
と
「
書
冊
・
樅
帳
の
部
」
に
外
形
分
類
さ
れ
、
「
書
状
の
部
」
は
イ
家
（
一
五
七
）
、

ロ
出
支
・
収
納
（
七
六
）
、
ハ
所
領
（
一
四
三
）
、
二
職
務
（
一
五
六
）
、
ホ
儀
礼
（
四
五
）
、
へ
宗
教
（
三
一
）
、
ト
時
事
（
一
七
）
、
チ
布

告
（
二
六
）
、
リ
文
芸
（
五
二
）
、
ヌ
雑
（
三
○
）
書
簡
集
（
二
五
三
）
、
「
書
冊
・
横
帳
の
部
」
も
イ
家
（
九
二
、
ロ
出
支
・
収
納
（
二
九
）
、

肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

妓
初
に
久
世
家
文
書
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。

当
館
職
の
分
（
約
二
三
○
○
点
）
に
つ
い
て
は
、
「
史
料
館
所
蔵
史
料
Ⅱ
録
」
第
三
一
集
（
昭
和
五
五
年
、
紙
媒
体
だ
け
で
は
な
く
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
閲
覧
可
能
）
に
詳
し
い
。
該
書
所
収
「
山
城
国
京
都
久
世
家
文
書
目
録
」
の
文
書
記
号
が
三
二
Ｕ
（
一
～
六
四
○
）

と
三
三
Ｆ
（
八
○
○
～
二
二
七
五
）
に
別
れ
て
い
る
の
は
収
蔵
年
次
（
昭
和
三
二
・
三
三
年
）
の
違
い
に
よ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
一
体
の
文
書

な
の
で
一
連
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
六
四
一
～
七
九
九
は
空
番
）
。

該
書
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
の
特
質
と
し
て
「
記
録
や
編
纂
物
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
公
家
の
生
活
を
反
映
す
る
具
体
的

な
史
料
群
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
目
次
の
、
「
久
世
家
（
家
系
・
家
族
、
官
位
、
吉
凶
、
家
領
、
財
政
、
屋
敷
、
信
仰
、
日
記
、

交
際
、
華
族
間
長
、
家
来
）
、
勤
仕
（
儀
式
、
小
番
、
関
東
参
向
、
諸
役
、
弁
事
・
留
守
官
）
、
文
芸
・
遊
芸
、
そ
の
他
、
諸
家
文
書
（
六

条
家
、
梅
小
路
家
、
そ
の
他
）
」
を
見
て
も
、
ま
た
分
量
的
に
「
吉
凶
、
家
領
、
財
政
、
屋
敷
」
が
中
心
に
あ
る
の
を
見
て
も
、
そ
れ
は
首

二
久
世
家
文
書
の
概
要
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中
央
大
学
文
学
部
蔵
の
分
（
約
三
四
○
点
）
に
つ
い
て
は
、
「
久
世
家
文
書
」
研
究
会
編
「
「
久
世
家
文
書
」
研
究
会
調
査
報
告
書
」
（
平

成
一
八
年
）
お
よ
び
同
「
中
央
大
学
所
蔵
久
世
家
文
書
『
寛
文
三
年
日
次
」
」
（
「
中
央
史
学
」
三
二
号
、
平
成
二
一
年
）
に
詳
し
い
。

架
蔵
本
（
和
歌
関
係
約
二
○
○
点
）
に
つ
い
て
は
、
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
簡
易
目
録
を
ア
ッ
プ
し
、
一
部
分
は
画
像
も
入
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
「
〔
通
夏
自
筆
詠
草
留
逗
合
一
冊
や
、
「
和
歌
類
略
』
一
冊
な
ど
を
別
途
入
手
し
、
所
蔵
し
て
い
る
。

京
都
大
学
所
蔵
本
（
一
○
八
点
）
に
つ
い
て
は
、
赤
瀬
知
子
氏
「
久
世
本
「
俊
頼
髄
脳
」
成
立
考
」
二
国
語
国
文
」
七
五
’
三
、
「
院
政

期
以
後
の
歌
学
書
と
歌
枕
』
平
成
一
八
年
、
清
文
堂
出
版
）
に
簡
略
な
リ
ス
ト
が
載
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
久
世
通
煕
手
記
や
諸
家
書
状
な
ど
明
治
維
新
期
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
、
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
」
九
五
（
昭

和
四
五
年
復
刻
）
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
京
都
の
久
世
家
や
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
憲
政
記
念
館
な
ど
に
も
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ハ
所
領
（
四
八
）
、
二
職
務
（
三
二
）
、
ホ
儀
礼
（
六
九
）
、
へ
宗
教
（
九
）
、
ト
時
事
（
一
三
）
、
チ
布
告
（
○
）
、
リ
文
芸
（
六
○
）
、
ヌ
雑

（
○
）
に
内
容
分
類
さ
れ
る
（
数
字
は
員
数
）
。
合
計
一
五
一
七
点
中
、
ヌ
が
二
八
三
点
で
多
く
、
次
い
で
イ
が
二
四
八
点
と
多
い
。
な
お
「
分

類
は
主
と
し
て
本
館
Ｈ
録
第
三
・
四
号
に
収
録
し
た
吉
田
神
社
鈴
鹿
家
文
書
の
方
法
に
従
い
、
資
料
の
性
質
に
よ
り
多
少
の
変
更
」
を
加
え

た
も
の
ら
し
い
（
載
録
資
料
解
説
）
。
ち
な
み
に
員
数
は
「
一
括
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
際
の
点
数
は
目
録
上
だ
け
で
は

た
も
の
ら
し
い

不
明
で
あ
る
。

【
通
夏
日
記
】

三
通
夏
研
究
の
基
本
史
料
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江
戸
時
代
の
久
世
家
歴
代
は
、
通
式
（
室
は
細
川
幽
斎
孫
女
）
、
通
俊
、
通
音
、
通
夏
、
栄
通
、
通
根
、
通
理
、
通
煕
で
あ
る
が
、
広
く

文
事
が
枇
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
通
茂
三
男
の
通
夏
で
あ
ろ
う
。

中
院
通
茂
（
寛
永
八
～
宝
永
七
年
〔
一
六
三
一
～
一
七
一
○
〕
、
八
○
歳
）
が
後
水
尾
院
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
伊
勢
や
源
氏
、
古
今

集
、
三
部
抄
な
ど
の
古
典
を
広
く
講
釈
し
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
に
属
す
る
。
ま
た
久
世
通
夏
ら
三
人
の
子
息
に
伝
授
し
た
こ
と
も
同
様

で
あ
ろ
う
。
柵
者
も
「
近
世
初
期
聖
護
院
門
跡
の
文
事
ｌ
付
川
蔵
神
目
録
ｌ
」
（
私
家
版
、
平
成
四
年
）
や
、
「
後
水
尾
院
歌
壇
の
源
語
註
釈
」

（
「
源
氏
物
語
古
注
釈
の
世
界
」
汲
古
書
院
、
平
成
七
年
）
な
ど
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

久
世
通
夏
（
寛
文
一
○
～
延
享
四
年
〔
一
六
七
○
～
一
七
四
七
〕
、
七
八
歳
）
の
文
事
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
そ
の
伝
に
つ
い
て
知
る
第

一
級
の
基
本
史
料
は
、
当
館
蔵
「
久
世
通
夏
日
記
」
（
以
下
通
夏
日
記
）
と
架
蔵
「
〔
通
夏
自
筆
詠
草
留
〕
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。

当
館
蔵
の
通
夏
日
記
は
、
天
和
三
年
か
ら
寛
保
三
年
ま
で
、
断
続
的
な
が
ら
六
一
年
間
二
一
冊
に
及
ぶ
。
そ
の
内
二
冊
（
＊
印
）
は
虫

損
な
ど
の
た
め
に
、
開
閉
・
撮
影
が
ほ
ぼ
不
能
で
あ
る
。

該
書
の
請
求
番
号
、
年
次
（
西
暦
）
、
墨
付
丁
数
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
共
通
の
記
号
三
二
Ｕ
は
省
略
し
、
番
号
の
み
示
す
）
・

二
七
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
三
四
丁

二
八
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
一
二
丁

二
九
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
四
四
丁

三
一
Ｍ
五
年
（
一
七
○
八
）
四
八
丁

三
六
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
八
丁

三
八
同
四
年
（
一
七
一
四
）
三
丁

四
二
同
五
年
（
一
七
一
五
）
八
丁
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と
あ
り
、
巻
頭
に
、

四
五
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
二
四
丁

四
九
同
五
年
（
一
七
二
○
）
四
七
丁
＊

五
一
同
六
年
（
一
七
二
二
三
○
丁

五
五
同
二
年
（
一
七
二
六
）
四
七
丁

五
六
同
一
二
年
二
七
二
七
）
一
九
丁

五
七
同
一
四
年
（
一
七
二
九
）
一
七
丁

五
八
同
一
五
年
二
七
三
○
）
五
一
丁
＊

五
九
同
一
六
年
二
七
三
二
五
四
丁

六
○
同
一
七
年
（
一
七
三
二
）
七
○
丁

六
一
同
一
八
年
（
一
七
三
三
）
三
二
丁

六
二
同
一
九
年
（
一
七
三
四
）
三
一
丁

六
四
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
三
六
丁

六
五
同
五
年
二
七
四
○
）
三
一
丁

六
八
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三
丁

こ
れ
以
外
の
新
た
に
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
中
院
本
に
含
ま
れ
る
宝
永
二
年
記
・
享
保
六
年
記
の
各
一
冊
等
が
あ
る
。

試
み
に
二
七
の
天
和
三
年
日
記
の
外
題
、
巻
頭
を
写
し
、
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
表
紙
に
、

第
一
／
日
次
之
張
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二
日
晴
天
、
朝
口
従
玄
清
講
釈
述
」
（
ニ
オ
）

と
あ
る
（
句
読
点
を
付
す
。
以
下
同
）
。
な
お
冷
泉
中
将
は
為
綱
、
抑
小
路
中
将
は
公
音
、
中
院
少
将
（
羽
林
）
は
通
躬
、
野
宮
侍
従
（
拾
遺
）

は
定
基
、
中
院
亜
相
は
通
茂
、
久
我
中
納
言
は
通
規
（
「
諸
家
伝
」
）
。
因
み
に
冷
泉
家
は
為
頼
・
為
清
が
二
代
続
い
て
三
○
代
の
若
さ
で
亡

く
な
り
、
当
主
の
為
綱
は
弱
冠
二
十
歳
で
あ
る
。
通
茂
は
す
で
に
万
治
三
年
、
寛
文
四
年
に
後
水
尾
院
か
ら
勅
伝
を
受
け
て
お
り
、
為
綱

に
と
っ
て
は
後
見
的
立
場
で
あ
ろ
う
。

通
夏
は
初
名
顕
長
、
延
宝
九
年
に
久
世
通
音
か
ら
当
家
を
相
続
し
、
天
和
二
年
十
月
に
通
清
と
改
め
同
十
一
月
に
元
服
二
諸
家
伝
」
）
。

被
出
候
也
、
」
（
一
オ
）

三
日
朔
日
ニ
シ
ュ
ラ
イ
候
也
、

従
五
位
上
不
同
日
二
以
後
仰

三
月
一
日
晴
天
、
今
日
冷
泉
中
将
亭
会
、

玄
以
前
々
押
小
路
中
将
入
来
、
其
時
中
院
少
将
、

野
宮
侍
従
同
道
、
長
以
後
二
中
院
亜
相
、
冷
泉
亭
江

入
来
、
兼
日
之
懐
紙
、
久
我
中
納
言
、
中
院
羽
林
、

野
宮
拾
遺
持
参
、
藤
谷
、
竹
内
、
詠
草
出
来
、
未

清
書
無
之
、
冷
泉
中
将
者
清
書
川
来
、

通
清
元
服

天
和
三
年
霜
月

清
書
無
之
、
冷
泉
｛

当
日
題
十
五
首
也
、

口元
服
十
三
歳
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お
そ
ら
く
通
夏
は
元
服
を
機
に
、
日
記
を
書
き
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
本
の
カ
ー
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
「
〔
中
院
通
躬
記
〕
」
と
さ
れ
て
い
る
仮
綴
三
冊
・
二
括
五
四
枚
（
中

院
Ⅱ
三
六
）
の
内
、
宝
永
七
年
の
一
冊
（
Ⅱ
三
六
１
２
、
墨
付
六
丁
）
な
ど
大
部
分
は
確
か
に
通
躬
筆
と
見
ら
れ
る
が
、
宝
永
二
年
の
一

冊
（
Ⅱ
三
六
１
１
、
墨
付
三
六
丁
）
と
享
保
六
年
の
一
冊
（
Ⅱ
三
六
１
３
、
墨
付
二
二
丁
）
な
ど
は
、
と
も
に
久
世
通
夏
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。

宝
永
二
年
記
は
、
直
外
題
に
「
宝
永
二
年
乙
酉
（
通
夏
花
押
）
」
と
あ
り
、
そ
の
巻
頭
に
、

隆
典
朝
臣
、
範
豊
朝
臣
、
函

事
了
、
直
参
亜
相
殿
へ
、
彫

試
筆
［
清
書
如
例
］

一
日
丙
申
晴
、
朝
間
微
雪
、
或
蒙
、
夜
入
晴
、
子
刻
行
水
、
庭
上
敷

荒
薦
、
四
方
拝
、
氏
神
之
上
、
両
宮
、
八
幡
宮
［
供
餅
酒
］
、
賀
茂
社
下
上
、

住
吉
、
玉
津
島
、
祇
園
社
、
春
日
社
、
稲
荷
社
、
御
霊
、
天
満
宮
［
供
餅
酒
］

等
、
各
両
段
再
拝
、
詣
竈
神
、
及
丑
刻
、
参
賢
所
、
於
庭
中
両
段
再
拝
、

厳
閣
毎
度
庭
中
御
拝
、
今
日
聞
［
相
公
御
談
］
、
凡
神
前
有
拝
殿
、
賢
所
壇
上

也
、
於
屋
中
拝
之
、
可
然
之
由
、
被
命
、
雛
然
、
但
非
正
面
歎
、
鈴
料
［
二
十
疋
］

献
之
、
直
参
内
寅
一
点
、
出
御
如
例
、
御
剣
頭
中
将
［
兼
覧
］
、

正

月
い
と
は
や
も
う
く
ひ
す
き
な
け
初
春
の
か
き
ね
の
と
け
き
梅
を
し
る
へ
に

脂
燭
殿
上
人

嗣
義
、
総
長
、
源
仲
学
」
（
一
オ
）

影
前
如
例
年
、
欲
曙
比
、
厳
閣
渡
御
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｜I

云
々
と
あ
る
二

年
〔
一
六
六
八
‐

当
然
載
ら
な
い
。

本
冊
に
は
古
今
講
釈
な
ど
古
今
伝
授
関
連
の
記
事
が
多
い
。
父
通
茂
は
宝
永
二
年
正
月
五
日
に
従
一
位
と
な
り
、
七
五
歳
と
い
う
高
齢

も
考
え
て
、
三
人
の
子
息
に
古
今
伝
授
を
行
う
決
心
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
末
の
通
夏
が
当
時
三
六
歳
で
あ
る
か
ら
、
被
伝
授

者
の
年
齢
の
目
安
で
あ
る
三
○
歳
は
み
な
超
え
て
い
る
。
試
み
に
当
該
関
連
記
事
を
、
左
に
引
い
て
み
よ
う
。

二
月
十
九
日
古
今
御
講
、
価
辰
後
参
厳
閣
、
午
半
刻
参
内
、

二
月
廿
五
日
辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
也
、
未
上
刻
帰
家
、

三
月
四
日
依
古
今
御
講
、
辰
刻
、
参
厳
閣
、

三
月
十
日
古
今
御
講
、
価
辰
半
刻
、
参
厳
閣
、

三
月
十
七
日
古
今
御
講
、
価
辰
後
、
参
厳
閣
、
未
後
帰
家
、

三
月
廿
日
古
今
御
講
、
辰
後
、
参
厳
閣
、
申
刻
計
帰
家
、

四
月
四
日
辰
後
八
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
未
刻
参
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、

四
月
十
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
尺
、
未
後
帰
家
、

四
月
十
五
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
今
日
御
講
尺
御
延
引
、
少
時
帰
家
、

四
月
十
九
日
直
参
厳
閣
、
古
今
御
講
尺
、
申
上
刻
参
内
、
少
時
帰
家
、

清
書
了
、
参
相
公
亭
了
、
賀
了
、
帰
家
、
及
卯
半
刻
、
今
朝

八
幡
宮
、
天
満
宮
、
御
酒
頂
戴
、
於
牌
前
、
先
祖
一
々
拝
之
［
餅
酒
／
薬
等
供
之
］

あ
る
（
［
］
内
は
小
字
及
び
割
書
。
以
下
同
）
。
な
お
文
中
の
厳
閣
は
父
通
茂
、
相
公
・
亜
相
殿
は
兄
通
躬
（
寛
文
八
～
元
文
四

六
六
八
～
一
七
三
九
〕
、
七
二
歳
）
で
あ
る
。
こ
の
試
筆
は
、
宝
永
二
年
九
月
以
降
分
の
自
詠
を
収
載
し
た
通
夏
自
筆
詠
草
留
に
は
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四
月
廿
四
日

四
月
廿
六
日

後
四
〃
一
日

後
四
月
四
日

後
四
月
十
日

後
四
月
十
四
Ｈ

後
四
月
十
五
日

後
四
月
十
六
日

後
四
月
十
九
日

後
四
月
廿
日

後
四
月
廿
五
日

五
月
七
日

五
月
八
Ｈ

五
月
九
日

五
月
二
Ⅲ

五
月
六
Ｈ

巳
刻
参
亜
相
殿
、
少
時
厳
閣
渡
御
、
厳
間
源
氏
御
講
、
御
参
内
、

今
日
厳
閣
御
参
、
源
氏
御
講
、

参
亜
相
殿
、
聞
書
校
合
、

巳
刻
参
内
、
今
日
厳
閣
御
参
、
源
氏
御
講
、
午
刻
退
出
、

辰
下
刻
、
参
亜
相
殿
、
厳
閣
渡
御
、
古
今
御
講
、
今
日
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、

未
後
参
亜
相
殿
、
源
氏
御
講
、

辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
未
刻
参
内
、

辰
後
、
参
亜
相
殿
、
於
御
茶
屋
、
古
今
御
講
、

巳
刻
参
内
、
源
氏
御
講
御
延
引
、

未
刻
参
厳
閣
、
参
内
源
氏
御
講
、
申
下
刻
帰
家
、

午
半
刻
、
向
賀
茂
、
亜
相
殿
為
渡
御
、
頭
中
将
、
頭
弁
等
同
席
、
源
氏
御
講
有
、

今
日
源
氏
御
講
、
厳
閣
御
理
、
不
能
参
内
、
辰
半
刻
参
厳
閣
、

丘
而
之
一
座
御
終
功

今
日
於
余
亭
、
古
今
御
講
、
厳
閣
渡
御
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
為
渡
給
、

卯
半
刻
参
厳
閣
、
今
日
伊
勢
物
語
・
源
氏
等
切
紙
、
被
給
之
、
て
に
を
は
御
伝
受
也
、
切
紙
御
忘
却
、
以
古
切
紙
被
伝

追
而
可
給
由
也
、
誠
以
歌
道
面
目
、
殊
余
未
練
質
、
恐
悦
不
過
之
者
也
、

今
日
古
今
御
講
御
終
功
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
余
、
一
所
献
御
肴
、
申
刻
参
宰
相
中
将
殿
、
後
帰
家
、

巳
後
、
亜
相
殿
為
渡
遊
、
古
今
間
書
校
合
［
此
間
度
々
／
校
合
］
、
未
刻
参
厳
閣
、
…
…
夜
入
又
亜
相
殿
、
為
渡
給
、

校B
今後口
有、
、一
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五
月
十
日

今
Ⅱ
古
今
集
御
伝
受
也
、
事
儀
別
記
之
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
余
、
人
別
被
伝
之
、
酉
上
刻
、
参
厳
閣
、
帰
家
、

今
日
厳
閣
へ
、
御
太
刀
、
馬
、
肴
一
樽
、
白
銀
五
枚
、
亜
相
殿
御
了
簡
如
此
、
目
六
自
筆
書
之
、

五
月
十
四
日
辰
半
刻
、
参
亜
相
殿
、
聞
書
校
合
、
参
厳
閣
、
申
上
刻
帰
家
、

五
月
＃
日
辰
下
刻
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
余
去
年
故
障
之
間
、
不
承
之
処
也
、
巳
刻
参
亜
相
殿
、
少
時
帰
家
、

五
月
三
十
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、

六
月
六
日
辰
後
、
参
厳
閣
、
古
今
御
講
、
直
参
亜
相
殿
、

九
月
一
日
厳
閣
、
夕
飯
後
、
参
亜
相
殿
、
源
氏
初
音
巻
御
講
、

九
月
二
日
未
半
刻
参
内
、
今
日
当
初
音
巻
、
亜
相
殿
始
而
御
講
、
口
四
五
枚
、
其
後
、
厳
閣
御
講
、

九
月
十
二
日
厳
閣
渡
御
、
亜
相
殿
、
宰
相
中
将
殿
、
御
光
駕
、
六
条
羽
林
入
来
、
去
五
月
、
古
今
集
御
伝
受
焉
之
、
厳
閣
早
速
錐
令
一３５

饗
、
御
持
病
御
不
快
、
為
之
延
引
、
今
神
甚
以
御
快
復
得
、
今
日
献
酒
撰
、
恐
悦
不
過
之
、
１

九
月
十
六
日
巳
刻
参
内
、
源
氏
御
講
、
厳
閣
、
亜
相
殿
御
参
、

等
と
あ
る
。
文
中
の
宰
相
中
将
殿
は
兄
野
宮
定
基
（
寛
文
九
～
正
徳
元
年
〔
一
六
六
九
～
一
七
二
〕
、
四
三
歳
）
。
右
に
よ
れ
ば
、
古
今

伝
授
に
伴
う
講
釈
の
過
程
が
よ
く
わ
か
り
、
迦
夏
が
欠
席
し
て
聞
け
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は
講
釈
終
功
後
も
通
茂
亭
に
通
っ
て
聴
聞
し

て
い
る
点
や
、
通
躬
が
禁
裏
で
初
め
て
源
氏
を
講
釈
す
る
前
日
に
通
茂
が
講
釈
し
て
い
る
点
な
ど
、
興
味
深
い
。

因
み
に
、
こ
の
時
の
古
今
切
紙
や
伝
授
誓
紙
な
ど
は
、
京
都
大
学
陳
列
館
古
文
書
室
（
中
院
文
書
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
文
書
名
は

古
文
書
室
カ
ー
ド
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
よ
る
。
（
）
内
は
請
求
番
号
を
示
す
。

「
通
躬
古
今
伝
授
誓
書
」
（
ご
／
圏
巴
に
、

古
今
集
一
部
之
説
一
二
条
家
正
嫡
流
一
御
伝
受



神
に
誓
っ
て
い
る
。

古
今
集
事

宝
永
二
年
五
月
十
日
参
議
定
基

と
あ
り
、
「
通
夏
古
今
伝
授
誓
書
」
（
ご
／
忠
巴
も
本
文
は
右
同
文
で
あ
る
。
彼
ら
は
誓
紙
上
で
和
歌
両
神

神
に
誓
っ
て
い
る
。
通
茂
の
通
躬
宛
及
び
定
基
宛
伝
授
状
も
あ
り
、
「
前
内
大
臣
古
今
伝
授
状
」
（
己
／
思
巴

宝
永
二
年
五
月
十
日
通
躬

と
あ
り
、
「
定
基
古
今
伝
授
誓
書
」
（
ご
／
思
己
に
、

古
今
集
一
部
之
説
｛
二
条
家
正
嫡
流
］
御
伝
受

畏
入
候
、
被
仰
聞
候
、
儀
理
口
伝
故
実
等

曽
以
不
可
有
柳
永
候
、
此
旨
、
若
於
違
背
者
、

殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
、
忽
定
基
身
上
、

曽
以
不
可
有
柳
永
候
、
此
旨
、

大
日
本
国
神
祖
神
井
天
満
天
神

忽
通
躬
身
上
、
可
罷
蒙
者
也
、

梵
釈
四
王
、
殊
和
歌
両
神
之
冥
罰

可
罷
蒙
者
也
、

曽
以
不
可
有
柳
永
候
、
此
旨
、

大
日
本
国
神
祖
神
井
天
満
天
神

畏
入
候
、
被
仰
聞
候
、
儀
理
口
伝
故
実
等

曽
以
不
可
有
柳
永
候
、
此
旨
、
若
於
違
背
者
、

二
条
家
之
正
流
義
理
口
伝

（
住
吉
・
玉
津
島
）
な
ど
の

に
、
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故
実
等
、
悉
令
伝
授
、
参
議

左
近
中
将
定
基
卿
畢
、
堅
守

道
之
法
度
、
不
可
有
耶
永
者
也
、

宝
永
二
年
五
月
十
日
前
内
大
臣
（
通
茂
花
押
）

と
あ
る
。
中
院
文
書
に
は
何
代
に
も
わ
た
る
切
紙
な
ど
も
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
火
災
の
折
の
水
損
被
害
を
多
く
受
け
て
い
る
。
水
損
に
よ

る
も
の
か
表
題
が
消
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
細
川
幽
斎
へ
の
伝
授
で
は
省
略
さ
れ
た
と
さ
れ
る
守
の
伝
は
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
宝
永
二
年
記
の
内
に
挟
ま
れ
て
い
る
紙
片
に
よ
れ
ば
、
盆
暮
れ
の
挨
拶
と
し
て
、
左
近
、
隼
人
、
野
島
、
と
は
た
や
、
権
之
丞
、

伊
右
衛
門
、
と
は
、
玄
蕃
（
以
上
百
疋
）
、
重
悦
、
真
静
（
以
上
五
百
文
）
が
金
銭
を
贈
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
幸
隆
や
雲
泉
は
物
を
贈

っ
て
い
る
。
松
井
幸
隆
や
打
直
雲
泉
は
通
茂
門
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ち
な
み
に
雲
泉
に
つ
い
て
は
、
宝
永
二
年
記
本
文
十
月
十
三
Ⅱ

の
条
に
、
「
晩
頭
雲
泉
来
、
去
十
日
京
着
」
と
あ
る
。

所
謂
「
古
今
伝
授
」
が
、
講
釈
、
切
紙
伝
授
な
ど
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
古
典
書
写
活
動
な
ど
を
伴
う
こ
と
は
、
周
知
に
属
す
る
。

と
あ
り
、
「
前
大
錨

古
今
集
事

二
条
家
之
正
流
義
理
口
伝

故
実
等
、
悉
令
伝
授
、
参
議

左
近
中
将
定
基
卿
畢
、
堅
守

故
実
等
、
悉
令
伝
授
権
虻

通
躬
仁
、
堅
守
道
之
法

度
、
不
可
有
卿
永
者
也
、

宝
永
二
年
五
月
十
日
前
内
大
臣
（
通
茂
花
押
）

、
「
前
大
納
言
歌
道
伝
授
状
案
」
（
＄
／
紹
巴
に
、

悉
令
伝
授
権
大
納
言
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と
あ
り
、
そ
の
奥
に
、

例
え
ば
、
切

一
奉
授

右
一
帖
中
載
廿
四
首
和
歌
之
伝
、
此
事

御
切
紙
無
之
、
価
以
一
帖
、
御
伝
受
也
。

以
厳
閣
御
筆
、
謄
写
之
。

今
上
皇
帝
和
歌

文
武
天
皇
、
人
丸
を
師
と
せ
さ
せ
給
て
、
歌
を
め
さ
れ
し
に
、
神
南
日

の
歌
を
た
て
ま
つ
る
也
・
其
後
万
葉
集
を
撰
せ
ら
れ
け
り
。
以
其
例
、

延
喜
御
門
は
貫
之
を
御
師
と
定
ら
れ
き
。
依
論
言
、
桜
花
の

歌
を
奉
る
。
是
延
喜
三
年
十
一
月
二
十
二
日
也
。
如
此
事
は
、
可
被

撰
古
今
、
土
代
也
。
抑
基
俊
、
此
道
を
あ
ふ
き
て
、
興
福
寺
南
円

堂
に
こ
も
り
て
、
古
今
相
伝
の
義
を
祈
申
さ
れ
け
る
に
、

志
賀
の
八
幡
へ
参
詣
し
給
へ
と
夢
想
侍
け
れ
は
、
即
彼
八
幡
へ

参
社
し
て
、
古
今
相
伝
の
事
を
祈
申
処
、
又
其
あ
た
り
に
て
、

抄
物
を
不
慮
に
感
得
、
奇
特
な
る
事
也
。
貫
之
か
む
す
め
の
内
侍
に

ゆ
つ
り
置
た
る
事
也
。
以
其
義
に
今
相
伝
分
明
也
。
貫
之
、
内
侍
に

ゆ
つ
る
事
は
、
器
用
に
よ
り
て
の
義
也
。
男
子
も
あ
り
け
ん
。
系
図
彼
」
（
一
オ
）

切
紙
に
代
え
て
書
冊
の
謄
写
を
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
中
院
本
「
秘
歌
註
』
一
冊
（
Ⅵ
一
三
五
）
の
巻
頭
に
、
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宝
永
二
年
七
月
晦
日

参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
定
基
［
三
十
七
歳
］
」
（
二
三
オ
）

と
あ
る
。
該
書
は
定
基
自
筆
で
あ
り
、
成
立
の
事
情
は
奥
書
の
通
り
で
あ
る
。
本
文
中
に
、
夢
告
に
よ
り
志
賀
の
八
幡
へ
参
詣
し
、
抄
物

を
不
慮
に
感
得
す
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
事
実
と
い
う
よ
り
説
話
に
類
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
古
今

伝
授
」
は
中
世
に
な
っ
て
か
ら
の
成
立
と
さ
れ
、
中
世
以
前
の
史
料
が
見
ら
れ
な
い
。
右
文
の
貫
之
と
基
俊
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
、
不
明
と

い
う
し
か
な
い
。
基
俊
ど
こ
ろ
か
、
常
緑
時
点
の
切
紙
、
宗
祇
時
点
の
切
紙
も
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
り
、
細
川
幽
斎
か
整
理
す
る
以
前

の
切
紙
の
淵
源
や
由
来
を
た
ど
る
道
は
、
史
料
不
在
と
い
う
壁
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

次
に
享
保
六
年
記
は
、
直
外
題
に
「
享
保
六
／
四
月
日
次
草
月
番
」
と
あ
り
、
そ
の
巻
頭
に
、

四
月
一
日
晴
、
議
奏
櫛
笥

一
、
参
内
如
例
出
御
子
御
学
問
所
、
議
奏
両
人
、
御
対
面
也
、
今
日

攝
家
中
、
親
王
方
不
参
、
昨
夜
よ
り
御
潔
斎
也
、

一
、
方
領
被
下
候
輩
、
昨
日
長
橋
局
迄
、
明
日
可
被
仰
出
哉
之
由
、

窺
候
処
、
明
日
可
被
仰
出
之
由
、
申
出
候
、
価
廿
九
日
東
坊
城
父
子

植
松
父
子
、
明
方
巳
刻
御
用
之
義
之
間
、
可
被
参
之
由
、
被
触
了
、

藤
波
も
当
年
よ
り
方
領
被
下
候
、
内
々
候
得
共
、
当
時
軽
服

十
五
日
迄
之
曲
也
、
仙
長
橋
殿
へ
当
分
所
労
之
山
申
入
、
猶
重
而
可
被
仰
出
候
、

云
々
と
あ
る
」
本
冊
に
は
法
皇
御
幸
の
記
事
な
ど
が
あ
る
。

な
お
包
紙
上
書
「
未
三
月
三
条
大
納
言
返
書
／
享
保
六
年
十
一
月
十
九
日
／
通
躬
公
真
筆
」
（
Ⅱ
三
六
１
４
１
３
イ
ロ
）
の
二
枚
も
、
実
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【
通
夏
泳
草
留
一

次
に
架
蔵
「
〔
通
夏
自
筆
詠
草
留
〕
」
合
一
冊
（
以
下
詠
草
留
）
は
、
全
冊
一
筆
で
あ
り
、
四
季
恋
雑
に
大
分
類
さ
れ
、
部
内
は
お
お
む

ね
成
立
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
本
文
同
筆
の
お
び
た
だ
し
い
補
記
訂
正
の
跡
を
み
る
に
、
形
態
的
に
は
草
稿
本
で
あ
る
。
書
風
を
見
る

に
通
夏
の
自
筆
と
見
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。
通
茂
や
通
躬
が
非
常
に
癖
の
強
い
書
風
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
通
夏
の
書
風
は
お
と
な
し
い
。

兼
圧
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
力
を
抜
い
た
よ
う
な
書
風
で
、
そ
れ
ほ
ど
特
徴
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
自
筆
日
記
な
ど
の
筆
跡
を
見

従
法
皇
、
被
仰
出
候
、
久
々
普
明
院
宮
へ
御
対
面

不
被
遊
候
二
付
、
当
〃
廿
日
比
、
廿
日
過
程
、
修
学
院
へ
可

有
御
幸
候
、
其
節
之
由
、
伊
賀
守
へ
可
申
談
之
旨
、

被
仰
付
之
川
、
申
述
候
処
、
御
機
嫌
次
第
、
被
為
成
候
様

云
々
と
あ
る
。
文
中
の
法
皇
は
霊
元
院
、
普
明
院
宮
は
後
水
尾
院
第
八
皇
女
林
丘
寺
門
跡
光
子
内
親
王
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
通
夏
日
記
（
写
本
、
抜
書
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
博
物
館
に
若
干
は
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
未
調
査

な
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
該
目
録
に
依
れ
ば
、
書
冊
・
横
帳
の
部
の
イ
家
、
一
六
「
元
禄
年
中
通
夏
卿
御
記
抜
書
他
元
禄
～

宝
永
」
、
一
七
「
（
久
世
）
日
記
宝
永
二
」
、
二
五
「
故
前
亜
槐
御
記
抜
書
（
元
禄
～
延
享
）
」
、
二
職
務
、
二
「
日
次
（
通
夏
力
）
元
禄

一
○
～
一
六
」
な
ど
は
、
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
も
未
調
査
で
あ
る
が
、
中
央
大
学
に
も
日
記
・
日
次
の
類
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。

は
通
夏
筆
と
思
わ
れ
る
。
イ
に

八
川
九
日
向
伊
賀
守
舘
イ
に
は
、
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享
保
二
十
一
年
四
月
廿
八
日

改
元
文
同
六
年
改
寛
保

と
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
誰
の
詠
草
か
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
全
体
の
書
風
と
巻
頭
歌
の
肩
付
き
に
「
宝
永
二
九
九
院
着
到
百
首

厳
閣
御
点
」
と
あ
る
の
を
見
て
（
通
茂
の
こ
と
を
「
厳
閣
」
と
呼
ぶ
の
は
、
通
茂
息
三
兄
弟
の
習
慣
か
）
、
通
夏
の
家
集
で
あ
る
と
す
ぐ
に

判
断
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。
幸
い
に
通
夏
は
日
記
に
詠
草
を
書
き
留
め
て
い
る
の
で
、
通
夏
日
記
と
詠
草
留
を
比
較
し
て
歌
が
一
致
す
れ
ば
、

慣
れ
た
目
に
は
、
こ
れ
も
通
夏
自
筆
で
あ
る
と
容
易
に
判
断
さ
れ
た
。

該
書
は
水
玉
表
紙
に
外
題
な
く
、
巻
頭
に
内
題
も
な
く
、
表
見
返
し
（
元
表
紙
か
）
の
内
側
に
、

宝
永
三
年
以
後

試
筆
邪
あ
ら
れ
さ
え
し
を
去
年
と
あ
く
る
よ
り
先
立
か
す
む
初
春
の
空

の
歌
が
あ
る
。
通
夏
Ｈ
記
の
享
保
二
年
正
月
分
を
見
る
と
、

試
筆
雪
あ
ら
れ
消
し
を
こ
そ
と
あ
く
る
よ
り
先
立
か
す
む
初
春
の
空

と
あ
る
。
二
句
が
違
う
よ
う
で
あ
る
が
、
詠
草
留
は
走
書
き
さ
れ
て
お
り
、
「
き
え
し
」
の
意
識
で
書
い
た
の
に
、
横
棒
が
重
な
っ
て
「
さ

を
比
べ
て
み
よ
う
。

ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

詠
草
留
の
春
部
を
繰
る
と
、

ど
の
歌
を
比
較
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
か
、
元
旦
の
試
筆
は
日
記
に
の
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
仮
に
試
筆
の
二
～
三
首

詠
]'II:
WI

享
保
二
正
元
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の
と
け
さ
を
霞
は
よ
も
に
い
そ
け
と
も
く
る
春
し
ら
ぬ
身
ひ
と
つ
う
き

と
あ
る
。
添
削
（
改
作
）
部
分
を
除
け
ば
、
一
致
し
て
お
り
、
同
一
歌
と
判
断
し
て
過
誤
は
な
か
ろ
う
。

享
十
二
正
元

と
あ
る
。
通
夏
日
記
の
一
晏

試
筆
、
予
供
定
家
卿
、

と
あ
る
。
供
人
丸
歌
の
四
句
』

同
じ
く
詠
草
留
の
春
部
に
、

試
筆
［
供
人
丸
］
雪
さ
え
し
よ
の
間
を
こ
そ
と
明
そ
む
る
烏
の
八
声
に
春
は
き
に
け
り

［
供
定
家
卿
］
め
ぐ
み
あ
る
世
の
初
春
の
の
と
け
さ
を
こ
と
し
は
身
に
も
侍
え
て
や
み
ん

と
あ
る
。
通
夏
日
記
の
享
保
十
一
年
服
川
分
を
見
る
と
、

え
し
」
の
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

同
じ
く
詠
草
留
の
春
部
に
、

雪
さ
え
し
よ
の
間
を
こ
そ
と
明
そ
む
る
鳥
の
は
つ
ね
に
春
は
き
に
け
り

の
と
け
さ
ぞ

よ
も
に

試
筆
春
き
い
と
霞
は
い
そ
く
い
そ
け
と
も
く
る
春
し
ら
ぬ
身
ひ
と
つ
う
き

供
定
家
卿

め
ぐ
み
あ
る
世
の
初
春
の
の
と
け
さ
を
こ
と
し
は
身
に
も
待
え
て
や
み
ん

る
。
供
人
丸
歌
の
四
句
に
小
異
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
表
現
の
揺
れ
の
範
囲
で
あ
り
、
同
一
歌
と
見
な
し
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

通
夏
日
記
の
享
保
十
二
年
正
月
分
を
見
る
と
、

試
筆
［
後
日
清
書
］

享
十
一
正
元
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以
上
わ
ず
か
な
歌
を
比
較
し
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
な
お
こ
れ
以
上
例
証
を
あ
げ
て
も
紙
幅
の
む
だ
に
な
ろ
う
。
通
夏
日
記
所
救
の
通

夏
自
詠
と
詠
草
留
の
歌
が
一
致
す
る
以
上
、
詠
草
留
は
通
夏
自
詠
の
家
集
で
あ
り
、
書
風
と
草
稿
本
の
形
態
な
ど
か
ら
通
夏
自
筆
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
撰
・
他
筆
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
と
し
て
も
、
立
証
の
見
込
み
は
な
い
だ
ろ
う
。
通
夏
日
記
と
詠
草
研
を
、
通
夏

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
撰
・
他
筆
，

研
究
の
韮
本
に
お
く
所
以
で
あ
る
。

試
み
に
詠
草
留
の
巻
頭
部
分
を
左
に
写
し
て
お
く
。
該
耆
は
一
面
一
○
～
一
五
行
、
歌
一
首
一
行
書
で
あ
る
。

宝
永
二
九
九
院
蒜
到
百
首
厳
閣
御
点

い
と
は
や
も
春
つ
け
そ
む
る
烏
か
ね
に
ま
た
あ
け
ぬ
よ
の
空
も
の
と
け
し

も
え
い
て
ん
わ
か
な
は
い
か
に
今
日
い
く
か
の
こ
る
も
さ
む
き
雪
の
春
野
は

手
折
つ
る
た
か
別
路
に
置
そ
へ
て
ゆ
く
て
の
柳
露
み
た
る
ら
ん

朝
夕
の
友
と
な
れ
き
て
窓
ち
か
く
か
た
ら
ふ
声
も
あ
か
ぬ
鴬

ひ
も
し

日
の
影
に
水
の
烟
も
立
そ
ひ
て
か
す
み
に
遠
き
う
ち
の
河
は
し

シ
Ｌ
ユ
遠
く
ユ
尹
呈
《

め
つ
ら
し
な
雪
の
垣
ね
に
咲
て
と
く
春
を
わ
か
木
の
梅
の
立
枝
は

橘
後

立
春
暁

若
木
梅

鴬
為
友

寺ﾉ寂

イド
尻修
三I

路
柳
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見
し
宵
の
た
く
ひ
と
も
な
し
雲
は
れ
て
曙
か
す
む
月
の
光
は
」
ニ
オ
）

と
あ
る
。
ち
な
み
に
宝
永
二
年
の
院
着
到
百
首
に
つ
い
て
は
、
通
夏
の
宝
永
二
年
記
に
詳
し
い
関
連
記
事
を
載
せ
る
。

そ
れ
以
外
に
、
明
治
大
学
博
物
館
に
も
通
夏
詠
草
が
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
未
調
査
の
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
該
目

録
に
よ
れ
ば
、
書
状
の
部
の
り
文
芸
の
「
一
久
世
通
夏
和
歌
一
括
」
、
書
冊
・
横
帳
の
部
の
り
文
芸
の
「
一
（
通
夏
詠
草
留
）
綴
」
な
ど
は
、

通
夏
詠
草
の
原
本
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
な
機
会
に
紹
介
し
た
い
。

通
夏
日
記
と
詠
草
留
は
と
も
に
未
翻
刻
で
あ
る
が
、
両
書
は
近
世
和
歌
研
究
及
び
堂
上
文
化
研
究
の
基
本
史
料
ゆ
え
、
早
急
な
翻
字
紹

介
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
ま
た
両
書
及
び
詠
草
原
本
、
短
冊
類
を
併
せ
兇
る
こ
と
に
よ
り
、
通
夏
全
歌
集
の
糊
纂
が
可
能
に
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
分
散
し
て
い
る
久
世
家
文
書
の
統
合
的
研
究
、
ま
た
久
世
家
文
書
と
中
院
本
・
中
院
文
書
の
比
較
統
合
研
究
な
ど
に

兄
を
く
る
も
た
、
し
は
し
に
て
中
空
の
雲
を
行
衛
に
か
へ
る
か
り
金

よ
る
波
は
あ
ら
き
礒
へ
も
時
き
い
と
岩
ね
に
あ
を
む
松
の
下
草

雨
や
ま
ぬ
軒
の
糸
水
な
か
き
日
の
く
る
、
も
を
そ
き
庵
の
し
つ
け
さ

春
曙
月

帰
脇

庵
春
雨

礒
春
草

四
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よ
り
新
た
に
判
明
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
部
分
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
す
で
に
拙
稿
「
陵

水
尾
院
の
文
事
」
二
国
文
学
論
錐
」
三
八
粒
）
で
略
示
し
た
よ
う
に
、
中
院
本
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
久
世
本
を
併
せ
見
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
に
見
え
て
く
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
記
述
で
は
理
解
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
公
家
文
化
の
宇
宙
は
広
い
。

実
際
に
文
書
の
悉
皆
調
査
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
ば
公
家
文
化
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
追
記
］

長
年
に
わ
た
っ
て
閲
覧
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
諸
機
関
、
お
よ
び
共
同
研
究
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま
に
、

あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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